





















































1911 年～ 1959 年の気温・湿度等のデータが紹介されています。
佐渡学センターだより　特集号（2）
現象「津波」の記録（一部）
西暦 和暦 旧暦 新暦 状況 参考文献名 震源※ 津波階級※






































































































































1730 享保15年 ４月13日夜 5月29日 大地震あり、1４日に至って止んだ。 金泉郷土史 － －













































































































































1833 天保４年 10月26日 12月７日
申上刻地震強半時余も震気不止打続、相川海辺浜磯際より2～3町又は1
丁半程海中俄に汐干いたすに付津波可致哉と海辺町々の者共一同怖山寄又
は地高え場所え家財雑具等運ふ処、高波数度打揚候得共人家４壁裾通汐濡
所々及破損迄に而、怪我人は勿論破損所下記の通り。（田畑用水路12ヶ所、
流失家79軒、高下、田野浦、石名）（潰家12軒、関、五十浦、岩谷口）（破
損家235軒、流失納屋44軒、真更川、鵜島、願）（潰納屋92軒、鷲崎、
吉住、羽黒）（破損納屋119軒、加茂、夷町、湊町）（潰土蔵各1ヶ所、腰細、
徳和、赤泊）（流出雑穀蔵各1ヶ所、小木町、八幡、河原田）小船流失４0
艘同破損3艘。
佐渡年代記、
八幡村誌
酒田沖 M7.5
現象「地盤の陥没と隆起ならびに頻発する地震と鳴動」の記録（一部）
　ところが、徳和村から岩首の方までは、逆に満潮時の場所まで水位が上がってしまい、人びとに異常を感じさせました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ……略……
またこのとき、堀り切りが埋まってしまいました。そこで城の越にありました御役家を立町へ移すことになりました。
……略……
まず尾関より下、后明神の下まで、もとは海中だったところが、およそ67（122m）間ばかりにわたって干潟になりま
した。城山の押廻し20間（36m）、30間（55m）、10間（18m）ばかりが干潟になりました。外の澗から小比叡川の
川尻までのところにも干潟ができました。
　三嶋、二子（中島）、船嶋（ムク島）　いずれも６～７尺（1.8～ 2.1m）ばかり震い上がりました。それから、元尾関
より入沖までのなぎさで歩けなかった場所が、三十間（55m）ばかりも干潟になってしまいました。
　この外、『佐渡　小木町史　資料編　上』に、『佐渡風土記』の「享和二戌年　大地震之事」が詳細に紹介されています。
よりくわしく研究されたい方は、図書館等でご覧下さい。
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